
提

出

者

中

林

よ

し

子

平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

一

六

号

国
営
岡
山
南
部
土
地
改
良
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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国
営
岡
山
南
部
土
地
改
良
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
国
営
岡
山
南
部
土
地
改
良
事
業
」
は
、
「
高
梁
川
合
同
堰
及
び
湛
井
十
二
ヶ
郷
用
水
路
を
改
修
及
び
幹
線
用
水
路
の
新
設

を
行
い
、
併
せ
て
関
連
事
業
と
し
て
、
末
端
用
水
施
設
の
改
修
及
び
区
画
整
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
経
農
の
合
理
化
と
農
業

経
営
の
安
定
化
を
図
る
」
（
中
国
四
国
農
政
局
・
事
業
計
画
書
）
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
に
関
し
て
、
幹
線
用

水
路
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）
が
敷
設
さ
れ
る
地
域
の
多
く
の
農
家
が
反
対
の
声
を
あ
げ
て
い
る
。

足
守
川
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
に
反
対
す
る
農
家
の
主
張
は
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ａ
）

高
梁
川
合
同
堰
か
ら
湛
井
十
二
ヶ
郷
用
水
路
へ
の
取
水
実
績
は
、
過
去
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
代
か
き
期
、
普
通

期
と
も
、
許
可
水
量
の
ほ
ぼ
六
割
で
あ
り
、
新
た
に
用
水
量
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
。

ｂ
）

砂
川
、
足
守
川
の
各
井
堰
か
ら
取
水
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
に
よ
っ
て
用
水
量
が
減
少

し
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
日
取
り
で
代
か
き
、
田
植
え
な
ど
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
。
こ
の
よ
う
な
営
農
形
態
の
変
化
は
容
認
で
き
な
い
。

ｃ
）

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
農
林
水
産
省
は
、
最
近
に
な
っ
て
「
興
除
地
域
で
水
不
足
が
あ
る
の
で
そ
れ

を
解
消
す
る
た
め
」
な
ど
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
興
除
地
域
へ
は
も
と
も
と
湛
井
十
二
ヶ
郷
の
用
水
路
が
通
じ

一



て
い
な
い
。
農
家
に
多
大
な
苦
痛
と
不
便
を
生
じ
さ
せ
、
さ
ら
に
地
震
な
ど
に
よ
る
危
険
を
も
た
ら
す
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

化
で
は
な
く
、
興
除
地
域
へ
は
別
の
送
水
方
法
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

（
�
）

「
足
守
川
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
考
え
る
会
」
が
「
足
守
川
は
天
井
川
で
あ
る
」
と
い
う
農
林
水
産
省
の
見
解
の
根
拠
を

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
農
林
水
産
省
は
「
『
岡
山
県
大
百
科
事
典
』
二
六
一
ペ
ー
ジ
の
『
天
井
川
』
の
項
に
足
守
川
の
河

川
名
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
（
本
年
七
月
二
日
）
。
こ
の
「
事
典
」
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
井
川
と
は

「
河
川
両
岸
の
平
地
よ
り
も
川
床
の
ほ
う
が
著
し
く
高
い
川
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
足
守
川
が
そ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
河
川
両
岸
の
平
地
（
田
面
）
と
川
床
の
高
低
差
を
表
す
実
測
デ
ー
タ
を
示
し
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

（
�
）

倉
敷
市
が
行
っ
た
足
守
川
か
ら
の
用
水
流
入
調
査
（
平
成
一
四
年
か
ら
一
年
間
）
及
び
岡
山
地
裁
現
地
検
証
時
の
中

国
四
国
農
政
局
の
実
測
デ
ー
タ
（
平
成
一
四
年
八
月
七
日
）
は
、
砂
川
、
足
守
川
の
各
井
堰
か
ら
取
水
し
て
い
る
地
域

の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
後
の
用
水
量
は
、
現
況
よ
り
少
な
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
中
国
四
国
農

政
局
は
、
「
現
地
検
証
当
日
は
樋
門
の
操
作
が
恣
意
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
正
確
な
実
態
を
反
映
し
て
い
な
い
」
と

二



回
答
し
て
い
る
（
本
年
九
月
一
日
）
。

�

ど
の
よ
う
な
状
況
を
さ
し
て
「
恣
意
的
」
と
言
っ
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

�

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
工
事
を
実
施
す
る
前
に
、
現
行
の
用
水
路
を
使
っ
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
後
の
用
水
量
を
流
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
今
ま
で
通
り
の
営
農
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
立
証
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

（
�
）

十
二
ヶ
郷
用
水
地
区
で
は
現
在
、
五
月
二
〇
日
頃
か
ら
代
か
き
が
始
ま
り
、
六
月
一
〇
日
頃
に
は
田
植
え
が
終
了
し

て
い
る
。
事
業
計
画
に
よ
る
と
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
後
は
代
か
き
、
田
植
え
を
六
月
一
五
日
か
ら
二
四
日
ま
で
の
一
〇

日
間
で
実
施
す
る
給
水
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
一
〇
区
画
に
分
け
た
用
水
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
順
番
に
一
〇
日
間
で
代
か
き

な
ど
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。

�

こ
の
営
農
の
変
化
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
一
般
で
は
な
く
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
一
〇
日
間
で
代
か
き
、
田
植
え
を
す

る
こ
と
）
を
、
ど
れ
だ
け
の
地
域
に
説
明
し
、
ど
の
程
度
の
同
意
を
得
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

砂
川
、
足
守
川
の
各
井
堰
か
ら
取
水
し
て
い
る
地
域
の
農
家
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
用
水
減
少
と
そ
れ
に
伴
う
営

農
の
変
化
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
こ
の
地
域
の
農
家
に
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と
っ
て
、
営
農
の
変
化
等
に
よ
る
苦
労
以
上
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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